
 オプトアウト用文書 

 

研 究 協 力 の お 願 い 
 

岐阜県総合医療センターでは、下記の臨床研究を行います。研究目的や研究方法は以下の

通りです。 

皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。なお、この研究への参加を希望されない場

合、また、研究に関するご質問は、下記のお問い合わせ先までお願いいたします。 

最後に、研究への参加をお断りになった場合でも、将来にわたって当センターにおける

診療・治療において不利益を被ることはありませんので、ご安心ください。 

 

研究名：手指伸筋腱損傷修復術後の ICAM法による外来早期運動療法の成績 

 

1. 研究対象者および研究対象期間 

  2013年 11月～2023年 11月に当センターにて治療した手指伸筋腱損傷の患者様 

 

2. 研究目的・方法 

海外においては手指伸筋腱修復術後患者に対して外来リハビリテーションで ICAM 法

が実施され，その有用性が報告されていますが、日本においてはまとまった報告はありま

せん。当センターで実施している外来リハビリテーションにおける ICAM 法の成績を調

査します。 

 

3. 研究に用いる試料・情報の種類 

基本情報：年齢、性別、既往歴 

機能評価：手指関節可動域、握力、日本手外科学会伸筋腱機能評価、治療期間、リハビリ

テーション回数 

 

4. 個人情報の取り扱い 

お名前、住所などの個人を特定する情報につきましては厳重に管理を行い、学会や学術

雑誌等で公表する際には、個人が特定できないような形で使用いたします。 

 

5. お問い合わせ先 



 

 

地方独立行政法人岐阜県総合医療センター 

中央リハビリテーション部 

桝田 臣弘 

電話番号：058‐246‐1111 

（内線 8696）  
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岐阜県総合医療センターでは、下記の臨床研究を行います。研究目的や研究方法は以下の

通りです。 

皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。なお、この研究への参加を希望されない場

合、また、研究に関するご質問は、下記のお問い合わせ先までお願いいたします。 

最後に、研究への参加をお断りになった場合でも、将来にわたって当センターにおける診

療・治療において不利益を被ることはありませんので、ご安心ください。 

 

研究名：岐阜県総合医療センターにおけるうっ血性心不全入院患者のレジストリー研究 

 

1. 研究対象者および研究対象期間 

2016年4月～2018年11月にうっ血性心不全により当センターに入院した患者様 

 

2. 研究目的・方法 

うっ血性心不全は、急速な高齢化や冠動脈疾患の発症を促進する食生活の欧米化によ

り顕著な増加を示しています。しかし、薬物治療や外科治療の進歩に関わらず、その予後

は未だ不良です。この研究では、入院患者の患者背景、治療選択、予後を診療録より把握

し、転帰に関連する因子を調査します。また、必要に応じて電話での聞き取り調査を追加

する場合もあります。 

 

3. 研究に用いる試料・情報の種類 

基本情報：年齢、性別、既往歴 

   機能評価：手指関節可動域、握力、日本手外科学会伸筋腱機能評価 

   治療期間、リハビリテーション回数 

 

4. 個人情報の取り扱い 

お名前、住所などの個人を特定する情報につきましては厳重に管理を行い、学会や学術

雑誌等で公表する際には、個人が特定できないような形で使用いたします。 

 

5. お問い合わせ先 

※見本 
（朱書きをご自身の研究に合わせて修正してください） 



 

 

地方独立行政法人岐阜県総合医療センター 

“診療科” 

“氏名” 

電話番号：058‐246‐1111 

（内線  ） 


